
第一優先の取り組みは

ケーフ‘ルプラットフォーム

日本ケーブルラボは今までセッ トトッ

フ。ボックスなどの業界統一仕様、運用仕

様、ガイドラインを作ることが業務の中

心でした。今後はそれだけでなく、実際

にケーブルテレビ事業者がどう技術を活

用して完売争に！勝ち抜くかというビジネス

的視点、による技術提言やコンサルにも力

を入れていきます。

現在、日本ケーブルテレビ連盟はケー

ブルプラットフォームの実現に向けた取

り組みを進めています。ケーブルプラッ
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トフォームはケーブルテレビ事業者が競

争を勝ち抜くために必要です。日本ケー

ブルラボはケーブjレプラットフォームに

関わる4K/8K、無線利活用、 ID・SMS 

連携（含；公的個人認証連携）などの技

術的な諜題にも優先的に取り組んで、いき

たいと考えています。

「FTTH化か、 HFC継続か」
コスト分析シミュレータが判断

ケーブルテレビ事業者が最も悩まれて

いることは、伝送インフラをFTTH化す

べきか、 HFCをこのまま使っていくべき

かということです。日本ケーブルラボに

も地方のケーブルテレビ事業者から問い

合わせがいくつか寄せられています。日

本ケーブルラボはそれぞれ事業環境が

異なるケーブルテレビ事業者に対して、

インフラ整備の方向性を提案できる方策

として、 「伝送インフラコスト分析シミュ

レータ」を現在開発しています。

各ケーブルテレビ事業者の事業環境に

関する加入者数、人口密度、設備原価

償却状況とL、ったさまざ、まなノfラメータを

入力すると、 FTTH化にすればどのくら

い収益が伸びるのか、現状のHFCの方

が良いのかといった予測がで、きます。シ


